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１．交流及び共同学習の取組
～筑波大学附属視覚特別支援学校の取組の紹介～

①幼稚部

• 学校近隣の公立幼稚園、居住地の幼稚園における交流保育の実施

②小学部

• 週１日固定した曜日に居住地校交流

• 小学部３年生が、附属小学校同学年の理科の授業に参加

• 小学部児童全員が近隣の小学校の行事に参加

③中学部

• 本校中学部生と附属中学校間で、両校の生徒会が中心となって企画を練って交
歓会の実施

④高等部

• 本校高等部生とＴ大学附属高等学校間で、両校実行委員会が話し合いを重ね、
企画を考えて交歓会の実施

⑤クラブ活動における交流及び共同学習

• 本校寄宿舎のブラインドサッカークラブ、附属中学校サッカー部、附属駒場中・高
等学校のフットボールクラブ、筑波大学蹴球部等によるブラインドサッカー交流
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交流及び共同学習
◆小学部３年生の理科の授業実践

• 筑波大学附属小学校（40名）と附属視覚特別支援学校３年生
（2名：全盲、弱視）。

• 一つの単元を取りあげる。
• 附属小の教科書「明かりをつけよう」→視覚情報に頼らずに、
「電気のはたらきを知る」という単元のねらいを学ぶことが可
能な「モーターを回そう」に変更。

• ４日間６時間の学習。
• 授業者は小学校教員、附属視覚の
教員はサポート。
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附属視覚の児童の感想

• いつもの二人での授業とは違って、たくさんの友達の意見を
聞くことができて、いろいろな考えがあることがわかった。

• モーターと乾電池のつなぎ方や電気を通すもの通さないもの
についてよくわかった。

• 最初は緊張したけど、一緒に勉強したり、話したりしているう
ちに、緊張しなくなった。
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附属小学校児童の日記から
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交流及び共同学習
◆ブラインドサッカー交流

附属視覚特別支援学校寄宿舎のブラインドサッカークラブ、
附属中学校サッカー部、附属駒場中・高等学校のフットボール
クラブ、筑波大学蹴球部等によるブラインドサッカー交流

• 一緒に準備
• 各校・団体の活動報告
• ブラインド（全盲）体験（歩行、片足立ち、鬼ごっこなど）
• ブラインドサッカー基礎練習体験（ドリブル、対面パス、シュ
ート体験など）

• ブラインドサッカー（弱視）体験
• 各参加団体別の交流試合
• ミックスゲーム
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参加者の感想から
• 健常者も障害者も楽しめるサッカーの素晴らしさにあらためて気付いた。自分がサ
ッカーをしている時に視覚に頼っていることを実感した。（附中）

• 言葉によるコミュニケーションがいかに大事かわかった。これは、現代社会におけ
るコミュニケーション能力向上に役立てることができる。さらに特別支援学校に対
する見方が変わると思う。（駒場）

• 私の学年にはデフサッカーで活躍している仲間がいます。耳が聞こえない中でも
自分たちと同じピッチでサッカーをして切磋琢磨しながら練習に取り組んでいます。
彼の姿を見ていたため、障害者の方も普通にサッカーはできるという認識でいまし
た。しかし、視覚と聴覚の違いはとても大きいことを思い知らされました。実際に自
分がブラインドサッカーの体験をしてみると、「目が見える」ことがどれほど重要なこ
とかを痛感させられました。音でボールや味方の位置を把握するのは難しくプレー
するのは至難の業です。まわりの支えがないとドリブルすることも困難な程でした。
そんな中でも堂々とプレーする視覚支援学校の人たちは素直にすごいと思いまし
た。「見えない、それだけ。」と書かれたブラインドサッカーのポスターは、強がりな
どではなく本音なのだと思います。ここにサッカーのさらなる面白さや奥深さを見た
ような気がしました。カテゴリーは違ってもサッカーで上を志す気持ちは同じである
仲間とサッカーができて楽しかったです。（筑波大学蹴球部３年生）
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２．研究所実施の調査から

「インクルーシブ教育システム構築の現状に関する調査」
調査の目的：

各教育委員会及び幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特別支援学校におけ
るインクルーシブ教育システム構築の状況及びその評価の取組を明らかにし、

「インクルーシブ教育システム評価指標（試案）」の検討材料とする。

＊本調査の中から、「交流及び共同学習」に関する項目について、特別支援学

校の調査結果を紹介。

調査数：特別支援学校 862校（視覚障害：62校、聴覚障害：91校、
知的障害：331校、肢体不自由：138校、病弱：70校、併置：170校）

調査回収数：特別支援学校 676校（78.4％）
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9

Ｑ．在籍の幼児児童生徒と通常の学校との交流及び共同学習は実施して
いますか。

Ｑ．交流及び共同学習の形態について教えてください。

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

①学校間交流

②居住地校交流

③その他

学校間交流 ９３．８％
居住地校交流 ８９．８％

その他：
・作品交流
・手紙による交流
・ビデオレターによる間接交流
・障害の体験交流

95.7% 0.7%

3.5%
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はい 検討中 いいえ
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Ｑ．（交流及び共同学習を実施していないと回答のあった学校に対して）
交流及び共同学習を実施していない主な理由を教えてください。

・病気（心身症）のため、他と交流することが難しい子が多い。
・該当の生徒がいない。
・近隣に適当な学校がない。
・実施希望が保護者からない。

・以前は近隣高校との交流があったが、互いのカリキュラム実施で、余裕
がない。

・病院の中の学校、病院併設の特別支援学校のためで交流できる環境に
ない。



インクルDBは、教育関係者や一般国民に向けた理

解啓発や具体的なインクルーシブ教育システム構築

支援に関する情報を提供することを目的として、平成

25年11月に 運用を開始。

＊平成28年度の訪問者数:108,671人

月間平均アクセス数：27,176件
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３．インクルーシブ教育システム構築支援
データベース（インクルＤＢ）の活用
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インクルＤＢの実践事例のダウンロードの仕方

www.nise.go.jp にアクセス ／国立特別支援教育総合研究所で検索
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インクルDB
で検索しても
良い
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